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綜合アミノ酸大量補液時および他物質混合補液時
におけるアミノ酸の尿中排池について
碩
はじめに 異るが，ほぼ同様の推移をとり，平均しτ1時間で
近頃臨床面，特に外科においてアミノ酸製剤の補 25.40 mg，次の 1時間で 53.63mg，次が 8.98mg，
液が多く使われているが，その利用率特に大量補液 0.66mg，Omgであった。 5時間迄に平均 88.99mg，
時およびブドウ糖など他物質を混入した時のアミノ 補液量K対して 2.0% (1.2%---2.7%)にすぎなかっ
酸利用率の変化に関しての資料は少い。この問題に た。また増加分に基礎排世量を加えた 5時間の尿中
ついて，以下，実験の結果をもとにして「アミノ酸 アミノ体窒素量は平均 144.73mg (補液量の 3.3%)
大量補液時におけるアミノ酸の尿中排世J，Iブドウ であり，この内 60.6%が補液によって増加した分で、
糖，塩化カリウムおよびコやマ油製剤混入補液時にお ある。
けるアミノ酸の尿中排世」についてその概容を述べ 20%ブドウ糖 20m1を静注した後，モリアミン
る。 500ml rc40%ブドウ糖 60mlを加えて 45分で補液
研究方法 した場合のアミノ体窒素の尿中排世量の増加の変動
綜合アミノ酸製剤として，モリアミン等張液(表 は，期待していた尿中排世の抑制は見られず平均で
示組成による 500ml中のアミノ体窒素 1483.16mg， 1.7% (モリアミンのみ 500mlを45分で補液した時
滴定値平均 1479mg)を使用し，対象は心および腎 の5時間の尿中アミノ体窒素排世量の補液量に対す
機能に障害のない者を選んピ。 る割合〉であったものが 3‘0%と増加の傾向さえみ
測定方法は， Pope and Stevens法のB10ckand られた。
Bollingの変法(1951)を用い，尿中のアミノ酸の また 15%塩化カリウム 15ml (K+としてほぼ 30 
α窒素量を測った。実際の測定にあたっては朝絶食 mEq)を500mlのモリアミンに加えて補液したも
とし，午前6時に排尿させ，午前7時に採尿後直ち のでもほぼ同様の結果を得た。
に点滴補液を開始した。その後， 8，9，10，11，12時 ファトゲン 50ml(精製ゴム油 10g含有〉を混ぜ
の1時間毎に分劃採尿して尿中のアミノ体窒素の測 て点滴静注した例ではモリアミンのみ 500ml補液
定を行った。点滴の速さは，大量補液の時は 1500 時とほぼ同量のアミノ体窒素尿中排世増加を示し， 
mlのモリアミン等張液を 90分で，他物質混入の時 軽度I乙排世量の減少したものもあっ七。 ζれらの実
は500mlのモリアミンに他物質(ブドウ糖，塩化 験中，補液による副作用は全くなかった。
カリウムまたはゴマ油製剤ファトゲン〉を加えて 結 び 
45分で補液した。 1500mlを90分で¥長滴静注してもその尿中排浩率
また私達の実験した範囲では，午前中 1時間毎の は 2.0%前後であった。したがって尿中アミノ体窒
空腹時分劃尿中のアミノ体窒素量の変動は各個人間 素排世の面から見てその利用率を考えるならば，日
の差異に較べて少く，窒素量として数 mgの範囲で 常用いられているよりもかなりの大量を相当な速き
あるため，午前7時における 1時間のアミノ体窒素 で点滴静注しても合理的であると思われる。またア
尿中排世量を各 1時間毎の尿中アミノ体窒素排世量 ミノ酸代謝に関係あるといわれるブドウ糖，塩化カ
より差引いたものを補液による尿中アミノ体窒素排 リウムにはアミノ酸の尿中排世抑制作用を認めなか
世の増加分とした。 った。ファトゲン(ゴマ油製剤〉についてはブドウ
実験成績 糖，塩化カリウムに較べれば好い結果が出ている
臨床上用いる速度としてはかなり急速で， .かつ大 が，実験例数も少くこれに関する文献も見当らない
量である 1500mlを90分で点滴静注した場合のア ため今後の検討を待ちたし、。
ミノ体窒素の尿中排世量の増加は各対象lとより量は
